
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
休
日
は

子
供
と
妻
の

た
め
に
あ
り
）
（
半
額
を

買
わ
な
き
ゃ
損
と

つ
い
カ
ゴ
へ) 

（
父
か
ら
の

友
達
申
請

ひ
く
娘
）
（
婚
活
と

聞
こ
え
は
い
い
が

飲
み
歩
き
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

賃
上
げ
、
労
基
法
改
正

を
労
組
と
し
て

19
春
季

生
活
闘
争(

以
下
春
闘)

で

条
件
を
ど
れ
だ
け
高
め
ら

れ
る
か
が
我
々
の
課
題
と

な
る
。
よ
り
良
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
結
果
を
出
し

て
行
き
た
い
。
ま
た
、
統
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新
春
対
談
は
、
連
合
中

越
地
協
の
恒
例
行
事
。
今

年
は
、
矢
島
議
長
を
筆
頭

に
、
地
協
四
役
全
員
と
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
か
ら
猪
股
副
委

員
長
、
保
科
副
委
員
長
と

冨
井
事
務
局
長
が
参
加

し
、
総
勢

10
名
の
新
春

対
談
と
な
っ
た
。

◆
矢
島
議
長

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

当
４
．
３
ヶ
月
を
ベ
ー
ス

に
交
渉
を
積
み
上
げ
て
い

く
。
本
来
な
ら
ベ
ー
ス
Ｕ

Ｐ
を
望
む
。
我
々
の
仕
事

は
郵
便
法
下
行
っ
て
お

り
、
土
曜
配
達
休
止
も
政

治
の
場
で
扱
わ
れ
る
。
組

合
は
配
達
休
止
は
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
低
下
に
な
り
賛

成
し
て
い
な
い
。
一
方

で
、
労
働
力
確
保
に
つ
な

が
る
と
思
う
組
合
員
も
い

る
。
単
価
を
あ
げ
て
も
人

が
来
な
い
現
状
が
あ
る
。

65
歳
定
年
、
扶
養
手
当

見
直
し
も
課
題
に
し
て
い

る
．
参
議
院
選
は
、
本
部

副
委
員
長
が
挑
戦
す
る
。

こ
の
後
は
、
時
事
課
題
、
構
成

組
織
課
題
等
に
つ
い
て
お
酒
も
嗜

み
つ
つ
？
、
文
字
に
で
き
な
い
ほ

ど
に
大
い
に
語
り
合
っ
た
。

中
小
組
織
が
中
心
。
運

動
を
リ
ー
ド
す
る
労
組
が

懸
命
に
取
り
組
む
と
、
小

組
織
は
動
か
な
い
で
済

む
。
こ
れ
は
連
合
運
動
へ

の
参
加
に
も
通
じ
る
。
本

部
か
ら
支
部
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
な
い
と
い
け
な

い
。
中
越
地
域
の
労
組
を

連
合
運
動
に
参
加
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
課
題
。
支
持

率
１
％
政
党
は
、
組
合
員

に
は
ど
う
い
う
政
党
か
わ

か
ら
な
い
。
誰
の
た
め
の

政
治
な
の
か
国
民
目
線
で

声
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

◆
番
場
副
議
長

明
日
ま
で
は
繁
忙
。
現

場
は
、
通
数
が
減
っ
て
も

労
力
は
同
じ
。
春
闘
に
関

わ
っ
て
く
る
が
、
昨
年
手

４
０
０
０
円
低
い
こ
と
が

分
か
り
人
材
確
保
面
か
ら

も
要
求
方
向
。

◆
猪
股
Ｓ
Ｊ
副
委
員
長

春
闘
は
、
本
部
オ
ル
グ

が
こ
れ
か
ら
と
い
う
状

況
。
今
年
は
２
年
に
１
回

の
労
働
協
約
改
定
に
当
た

る
。
も
う
一
つ
は
、
統
一

地
方
選
の
取
り
組
み
を
精

力
的
に
行
っ
て
い
る
。

◆
羽
賀
副
議
長

組
織
の
存
亡
を
か
け
て

参
議
院
選
を
取
り
組
む
。

な
ぜ
労
組
が
政
治
課
題
を

取
り
組
む
か
か
ら
始
め
、

35
万
Ｊ
Ａ
Ｍ
で
目
標
を

定
め
、
秋
以
降
は
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
厳
し
い
状
況
だ
。

◆
矢
島
議
長

場

で

の

第

90

回

メ

ー

デ
ー
長
岡
地
区
大
会
等
を

確
認
し
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委

員
会
活
動
と
各
構
成
組
織

の
課
題
等
か
ら
対
談
が
は

じ
ま
っ
た
。

◆
冨
井
Ｓ
Ｊ
事
務
局
長

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
活

動
は
、
第
２
回
委
員
会

(

１
月

25
日)

で
ユ
ニ
オ

ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
の
協
議
を
事
始
め
と

す
る
。
テ
ー
マ
は｢

仕
事

を
楽
し
む
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
良
い
か｣

を
検
討
し

て
い
る
。
年
間
目
標
は
、

昨
年
は｢

変
革｣

。
今
年
は

｢

飛
躍｣

と
す
る
。

◆
保
科
Ｓ
Ｊ
副
委
員
長

｢

飛
躍｣

で
す
が
、
ベ
ー

ス
の
運
動
を
し
っ
か
り

行
っ
て
か
ら
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。
萩
野
新
委
員
長

は
新
た
な
こ
と
を
行
い
た

い
意
識
も
あ
る
が
、
ベ
ー

ス
運
動
の
入
れ
込
み
が
課

題
と
な
る
。

◆
横
澤
副
議
長

人
員
は
増
え
な
い
、
仕

事
は
増
。
働
き
方
改
革
の

課
題
も
あ
る
中
で
、
長
時

間
労
働
・
心
を
病
む
人

等
々
で
長
期
休
業
率
が
高

ま
っ
て
い
る
。
非
正
規

増
、
官
制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
等
の
課
題
山
積
。

◆
小
堺
副
議
長

政
治
関
係
は
、
候
補

者
・
国
民
・
知
名
度
イ
マ

イ
チ
。

56
万
組
織
だ
が

芳
し
く
な
い
。
春
闘
は
、

昨
年
、
大
卒
給
１
０
０
０

円
プ
ラ
ス
を
要
求
し
た

が
、
今
年
は
高
卒
給
を
高

く
要
求
す
る
。
理
由
は
、

金
属
産
業
と
比
較
し
３
～

一
地
方
選
は
、
生
活
者
の

地
位
向
上
を
地
方
議
員
に

委
ね
て
い
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
組
合
員
か
ら
理
解

し
て
も
ら
う
営
み
と
行
動

を
し
て
い
く
。
参
議
院
選

は
悩
ま
し
い
。
国
民
・
立

民
と
分
裂
し
て
い
る
中

で
、
自
民
党
を
利
す
る
状

況
下
が
続
い
て
お
り
残
念

だ
。
同
日
選
と
も
な
れ
ば

よ
り
厳
し
い
。
体
制
強
化

し
て
い
き
た
い
。
景
気
は

下
降
線
？
、
消
費
増
税
も

選
挙
の
要
素
と
も
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
増
税
有
の

前
提
で
見
て
い
る
が
、
賃

上
げ
へ
の
影
響
や
経
営
者

が
ど
う
捉
え
て
い
る
か
も

大
き
な
要
素
。
し
っ
か
り

交
渉
し
て
い
く
。
平
成
か

ら
新
元
号
。
転
換
期
に
あ

る
。
連
合
と
し
て
役
割
と

責
任
を
発
揮
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
労
働
運
動
を
進

め
て
い
く
。

■
当
面
の
日
程
を
確
認

先
ず
、
各
支
部
・
各
構

成
組
織
等
の
旗
開
き
は
、

議
長
・
副
議
長
で
分
担
し

出
席
す
る
確
認
し
た
。
次

に
、
日
本
一
の
地
協
創
り

に
向
け
、
地
域
協
議
会
に

求
め
ら
れ
る

12
の
機
能

を
再
確
認
し
た
。

ま
た
、
各
専
門
部
第
１

回
担
当
者
会
議
で
年
間
活

動
を
協
議
す
る
こ
と
、
恒

例
事
業
な
ら
び
に

19
春

闘
の
方
針
、
長
岡
市
立
劇
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連
合
中
越
地
協
は
、
１
月
４
日(

金)

17
時
か
ら

恒
例
の
地
協
四
役
と
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
四
役
の
新
春
対
談

を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
、
２
０
１
９
年
仕
事
始
め
の

日
で
あ
り
、
午
前
中
に
は
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
新
年

賀
詞
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
２
３
０
０
人
以
上
が

集
っ
た
。
中
越
地
協
か
ら
は
、
矢
島
議
長
以
下
４
名

が
参
加
し
た
。

大
寒
を
迎
え
た
。
各
構
成
組

織
で
は
春
季
生
活
闘
争
方
針
確

立
を
向
え
る
。
賃
金
の
引
上
げ

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
今
年
は
昨

年
成
立
し
た
労
働
基
準
法
改
正

へ
の
対
応
が
あ
る
▼

36(

サ
ブ

ロ
ク)

協
定
で
定
め
る
時
間
外
労

働
に
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
設

け
ら
れ
た
。
時
間
外
労
働
を
さ

せ
る
た
め
に
は
、
36
協
定
が
必

要
な
こ
と
は
当
然
だ
が
、
上
限

は
、
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が

な
け
れ
ば
超
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
臨
時
的
な
特
別
の
事
情

が
あ
っ
て
労
使
が
合
意
す
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
年
７
２
０
時

間
、
複
数
月
平
均
80
時
間
以
内

(

休
日
労
働
含
む)

、
月
１
０
０

時
間
未
満(

休
日
労
働
含
む)

を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
月

45
時
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
年
６
カ
月
ま
で
▼
も
う

一
つ
は
年
次
有
給
休
暇(

以
下
年

休)

の
時
季
指
定
義
務
。
日
本
の

取
得
率
は
約
50
％
に
過
ぎ
ず
、

欧
米
と
比
較
し
て
最
低
位
に
あ

る
。
こ
れ
が
、
す
べ
て
の
企
業

に
お
い
て
年
10
日
以
上
の
年
休

が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し

て
、
年
休
日
数
の
う
ち
年
５
日

は
、
使
用
者
が
時
季
を
指
定
し

て
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
ら
は
４
月
１
日
か

ら
施
行
。
36
協
定
も
年
次
有
給

休
暇
取
得
も
、
労
組
と
し
て
責

任
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
▼
連
合
は
、｢

36(

サ
ブ
ロ

ク)

の
日｣

を
日
本
記
念
日
協
会

に
申
請
し
、

11
月

30
日
に
認

定
さ
れ
た
。
働
き
方
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
考
え
る
き
っ
か
け

に

と
“
Ａ

ｃ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ
！
３

６
”
を
展
開
し
て
い
る
。｢

36

協
定｣

を
浸
透
さ
せ
た
い
願
い
と

思
い
を
込
め
て
い
る
。
最
初
の

サ
ブ
ロ
ク
の
日
、
３
月
６
日
に

向
け
、
交
渉
で
前
進
さ
せ
よ

う
。

事務局長

小林 守≪№303≫
   東蔵王２
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
収
納
術

本
だ
け
た
ま
り

片
付
か
ず
）
（
肉
厚
の

自
前
の
ダ
ウ
ン
で

冷
え
知
ら
ず
）
（
清
浄
機

隣
に
坐
れ
ば

動
き
出
す
）
（
言
っ
て
や
る

今
夜
こ
そ
は
と

猫
に
愚
痴
）

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

平林弓奈 Ｐｒｏｆｉｌｅ

チケットの斡旋

・大人１人  １，０００円

・締切    ２月５日（火）まで

・申込先   連合中越事務局

       ＴＥＬ 0258-24-0515

        ＦＡＸ 0258-24-8930


